
名古屋市自殺対策推進本部会議 次第 

日時：令和 5年 3月 27 日（月）  

幹部会報告終了後   

場所：東庁舎 5階 大会議室   

【議題】  

１ 自殺の現状について       （資料 1）  

２ 令和 4年度主な自殺対策事業の実施状況について（健康福祉局分） （資料 2） 

３ 令和 5年度主な自殺対策関連事業の取組みについて   （資料 3） 

【参考資料】 

・いのちの支援なごやプラン（第 2次）（名古屋市自殺対策総合計画（第 2次）） 
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自殺の現状について

名古屋市健康福祉局

資料１



１ 自殺者数の年次推移（本市・全国）【人口動態統計】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

２ 自殺者数の月別推移【人口動態統計】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3

３ 年齢階層別の自殺者数【人口動態統計】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3

４ 年齢階層別の自殺死亡率【人口動態統計】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3

５ 新型コロナウイルス感染症拡大下の自殺者の状況【人口動態統計、自殺統計】・・・・・・・・・4

・ 自殺の現状 まとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6
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【参考】厚生労働省「人口動態統計」と警察庁「自殺統計」の違いについて

区 分 厚生労働省「人口動態統計」 警察庁「自殺統計」

対 象 国内日本人のみ 国内日本人及び外国人

計上地点 自殺者の住所地 自殺者の発見地

調査時点

自殺、他殺あるいは事故死のいずれか不明のと
きは原因不明の死亡等で処理し、後日原因が判
明し、死亡診断書等の作成者から自殺の旨訂正
報告があった場合には、遡って自殺に計上

捜査等により、自殺であると判明した時点で、
自殺統計原票を作成し、自殺に計上

発 表 調査年の翌年6月に概数値、9月に確定値を公表 調査年の翌年1月に速報値、3月に確定値を公表



１．自殺者数の年次推移（本市・全国）【人口動態統計】

【本市】
〇令和4年の自殺者数は348人で前年比では9人（2.7％）増加した。
〇性別では男性が225人（前年比：+13人、6.1％増）で全体の64.7％、
女性が123人（前年比： -4人、3.1%減）で全体の35.3％となっている。
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【全国】
〇令和3年の自殺者数は20,291人で前年比では48人（0.2％）増加した。
〇性別では男性が13,508人（前年比：-80人、0.6％減）で全体の66.6％、
女性が6,783人（前年比：+128人、1.9％増）で全体の33.4％となった。
〇平成21年から10年連続で減少していたが、令和2年から20,000人を上回った。
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総数 男性 女性 自殺死亡率 総数 男性 女性 自殺死亡率

H9 336 229 107 15.6 23,494 15,901 7,593 18.8

H10 516 355 161 23.9 31,755 22,349 9,406 25.4

H11 486 333 153 22.4 31,413 22,402 9,011 25.0

H12 471 337 134 21.7 30,251 21,656 8,595 24.1

H13 453 309 144 20.8 29,375 21,085 8,290 23.3

H14 454 324 130 20.8 29,949 21,677 8,272 23.8

H15 493 340 153 22.5 32,109 23,396 8,713 25.5

H16 446 297 149 20.3 30,247 21,955 8,292 24.0

H17 479 342 137 21.6 30,553 22,236 8,317 24.2

H18 454 295 159 20.4 29,921 21,419 8,502 23.7

H19 412 280 132 18.4 30,827 22,007 8,820 24.4

H20 460 319 141 20.5 30,229 21,546 8,683 24.0

H21 492 360 132 21.8 30,707 22,189 8,518 24.4

H22 448 317 131 19.8 29,554 21,028 8,526 23.4

H23 479 337 142 21.1 28,896 19,904 8,992 22.9

H24 406 284 122 17.9 26,433 18,485 7,948 21.0

H25 446 291 155 19.6 26,063 18,158 7,905 20.7

H26 410 274 136 18.0 24,417 16,875 7,542 19.5

H27 388 263 125 16.9 23,152 16,202 6,950 18.5

H28 331 222 109 14.4 21,017 14,639 6,378 16.8

H29 350 242 108 15.1 20,465 14,333 6,132 16.4

H30 298 187 111 12.8 20,031 13,851 6,180 16.1

R1 305 210 95 13.1 19,425 13,668 5,757 15.7

R2 361 236 125 16.0 20,243 13,588 6,655 16.4

R3 339 212 127 14.6 20,291 13,508 6,783 16.5

17,803 12,038 5,765 -

(21,843) (14,722) (7,121) (17.4)

本市 全国

R4 348 225 123 15.0

自殺者数の年次推移

※本市の令和4年は1～10月は概数値、11月以降は速報値
全国の令和4年は1月～10月の概数値
（）内は参考として警察庁の自殺統計の暫定値
※自殺死亡率：人口10万人当たりの自殺者数
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※令和4年は1月～10月は概数値、11月以降は速報値



２．自殺者数の月別推移【人口動態統計】

〇令和4年は例年と比較して3月は少なかったが、5月と9月が多くなっている。

※令和4年は1月～10月は概数値、11月以降は速報値
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令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
令和4年 28 26 24 30 39 31 29 31 40 29 28 13 348
累計 28 54 78 108 147 178 207 238 278 307 335 348 ―
令和3年 32 28 42 21 25 28 29 30 31 28 21 24 339
累計 32 60 102 123 148 176 205 235 266 294 315 339 ―
令和2年 33 25 21 21 27 27 33 27 32 49 35 31 361
累計 33 58 79 100 127 154 187 214 246 295 330 361 ―
令和元年 31 29 34 29 22 21 29 23 26 24 25 12 305
累計 31 60 94 123 145 166 195 218 244 268 293 305 ―

３．年齢階層別の自殺者数【人口動態統計】
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〇令和4年は40歳代が63人と最も多く、次いで50歳代が57人、20歳代が
46人となっている。

○性別では、男性は40歳代が45人と最も多く、次いで50歳代が33人、
女性は50歳代が24人と最も多く、次いで40歳代、70歳代が共に18人と
なっている。

４．年齢階層別の自殺死亡率【人口動態統計】

＜総数＞

＜男性＞

＜女性＞

〇令和4年は40歳代が最も高く、次いで80歳以上、50歳代と70歳代と
なっている。
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※厚生労働省「人口動態統計」より本市にて作成
※令和4年は1月～10月は概数値、11月以降は速報値
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５．新型コロナウイルス感染症拡大下の自殺者の状況【人口動態統計】＜令和2年～令和4年の自殺者数増減率＞
（過去5年（平成27年～令和元年）平均との比較）

＜男性＞ ＜女性＞

＜総数＞
○コロナ禍前と比較して、主に20歳未満や20歳代において
増加しており、20歳未満は令和4年に大きく増加している。
○70歳代は、コロナ禍以降で減少している。

＜男性＞
○20歳代、60歳代は、コロナ禍以降で増加している。

＜女性＞
○20歳未満、20歳代、30歳代の若年層の増加が大きい。
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【年代別】

＜総数＞

-60.0%

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

令和2年増減率 令和３年増減率 令和４年増減率

※令和4年は1月～10月は概数値、11月以降は速報値
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５．新型コロナウイルス感染症拡大下の自殺者の状況【自殺統計】＜令和2年、令和3年の自殺者数増減率＞
（過去5年（平成27年～令和元年）平均との比較）

＜男性＞ ＜女性＞
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【原因・動機別】

＜総数＞
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＜総数＞
○コロナ禍前と比較して、不詳を除くと学校問題が最も増加
している。

＜男性＞
○男女問題は令和2年に増加しており、学校問題は令和2年、
令和3年共に増加している。

＜女性＞
○学校問題が令和2年、令和3年共に最も増加している。
○家庭問題、経済・生活問題、勤務問題、男女問題と、健康
問題以外の増加が見られる。

※警察庁自殺統計原票データを厚生労働省において特別集計



【自殺の現状 まとめ】

○女性の自殺者数は令和3年から減少したが、コロナ禍前である令和元年と比較すると大きく増加している。

・令和4年の本市の自殺者数は男性が前年比13人増加、コロナ禍前である令和元年と比較すると15人増加（7.1%増）となっている。令和

４年の女性は前年比で4人減少しているが、コロナ禍前である令和元年と比較すると28人増加（29.5%増）となっている。男女ともコロナ

禍前より依然として増加しているが、特に女性の増加が大きい。

・女性の自殺の増加背景には、経済生活問題や勤務問題、ＤＶ被害や育児の悩み、介護疲れや精神疾患など、様々な問題がコロナ禍に

おいて深刻化しており、これらが影響を与えている可能性があるとの国の分析が出されている。

○若年層（39歳以下）の自殺者数が高止まりの状況にある。

・令和4年の20歳未満の自殺者数は15名で前年比で3人増加となっており、コロナ禍前である令和元年との比較では5人増加（50.0%増）

している。

・若年層（39歳以下）の自殺者数は104人で、前年比で8人減少しているが、コロナ禍前である令和元年と比較すると23人増加（28.4%増）

となっており、中高年層、高齢者層と比較して最も伸び率が大きい。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のための様々な制限が緩和されつつある一方で、経済支援を始めとする各種

支援策の終了も見込まれ、自殺対策においては、引き続き留意すべき状況が続くと思われる。

自殺は、健康問題、経済・生活問題、人間関係の問題のほか、地域・職場の在り方の変化など様々な要因とその人の

性格傾向、家族の状況、死生観などが複雑に関係しているため、いのちの支援なごやプランに基づき、生きることの

包括的な支援として、 精神保健的な視点だけでなく、社会・経済的な視点を含む包括的な取り組みを推進することが

必要である。

関係各局・機関で、引き続き緊密な連携を図り、保健、医療、福祉、教育、労働、法律その他の関係施策との連携に

よる総合的ないのちの支援を実施していく必要がある。

○令和4年の自殺者数は令和3年から増加しており、コロナ禍前である令和元年と比較しても増加している。

・令和4年の本市の自殺者数は348人で前年比9人増加、コロナ禍前である令和元年と比較すると43人増加（14.1%増）となっている。

中でも、最も多い年齢層は中高年層（40～64歳）となっており、令和4年の自殺者数は150人と全体の43.1％を占めている。
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主な自殺対策事業の
実施状況について

令和4年度

名古屋市健康福祉局

資料2



１ こころの絆創膏キャンペーン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

２ こころの健康フェスタなごや ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3

３ 相談窓口の周知・啓発 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

４ ウェブサイト「こころの絆創膏」の運営 ・・・・・・・・・・・・・・5

５ こころの絆創膏デー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

６ こころの絆創膏セミナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

７ 心のサポーター養成研修 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

自殺の予防

自殺の防止

自死遺族に
対する支援

１ 人材育成（ゲートキーパー研修）・・・ ・・・・・・・・・・・・・・9

２ 自殺ハイリスク者等支援事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

３ こころの健康（夜間・土日）無料相談 ・・・・・・・・・・・・・・ 11

４ 新型コロナウイルスこころのケア相談 ・・・・・・・・・・・・・・ 12

５ 思春期の精神保健相談 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13

１ 自死遺族相談・自死遺族カウンセリング ・・・・・・・・・・・・・ 14

２ 自死遺族向けリーフレット ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14
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１ こころの絆創膏キャンペーン
自殺と深い関係があるとされるうつ病や不眠等についての啓発を目的として、自殺予防

週間及び自殺対策強化月間等に、様々な悩みに応じた相談窓口等を記載した携帯用絆創膏

（こころの絆創膏）を市内施設にて配布・設置。

また、啓発物品の配架および啓発パネルの展示による街頭キャンペーンを実施。

＜携帯型絆創膏（こころの絆創膏）の配布・設置＞

【協力施設】大学書店（丸善）、百貨店、高等学校、美容院 等

【実施時期】令和4年9月10日（土）～16日（金）、令和5年3月

＜街頭キャンペーン＞

【実施時期】令和5年3月1日(水)

【配架場所】金山総合駅連絡橋イベント広場

【啓発物品】こころの絆創膏、周知カード、相談窓口一覧、

相談窓口一覧、ゲートキーパーハンドブック等

【そ の 他】地下鉄全駅に「こころの絆創膏」を配架

自殺の予防
自殺や精神疾患などの正しい知識の普及など自殺の危険が低い段階
で予防を図る

市内施設のご協力による携帯型絆創膏（こころの絆創膏）の配布・設置を実施するとともに、感染対策

に十分配慮した上で街頭キャンペーンを実施しました。

今後は、感染対策に十分配慮した上で、ボランティア、関係各局等のご協力を得ながら、主要な駅や街頭

等にて、従前の形式での配布を実施するなど、効果的な市民向けの啓発キャンペーンを実施していきます。

「こころの絆創膏」には、こころの悩みを抱えた人の「こころの傷（悩み）が小さいうちに、

人と人との絆（きずな）で手当てしたい」という思いを込めています。

今後の方針
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２ こころの健康フェスタなごや

地域住民のこころの健康づくりと精神疾患についての正しい理解の促進及び地域関係機関

のネットワーク強化を目的として開催。

【開催時期】令和5年3月19日(日)

【開催場所】オアシス２１ 銀河の広場

【内 容】・ヒーローと考えよう、こころの健康

トークショー

・ゲートキーパー普及啓発ブース 等

【出 演 者】声優 野田雄大さん

声優 茉白実歩さん

精神科医 藤野智哉さん

ゲートキーパー 山本秀樹さん

3

精神保健福祉センターが中心となって、こころの健康等をテーマとした著名人によるトークショーや

家族等で気軽に参加できる体験型イベント、こころの健康や精神疾患への理解促進を図る啓発コーナーや

ステージ等を実施しました。

市民のこころの健康づくりへの関心を高めるため、今後も引き続き同趣旨のイベントを開催していきます。

今後の方針



３ 相談窓口の周知・啓発

自殺予防週間及び自殺対策強化月間等に、地下鉄車両に、ウェブサイト「こころの絆創膏」や

相談窓口等の周知を図る内容の広告を掲出。

また、ウェブサイト「こころの絆創膏」の閲覧を促すため、ディスプレイ広告、リスティ

ング広告を実施するとともに、Youtube、Instagram、Twitterにおいて動画広告等を配信。

その他、携帯用絆創膏（こころの絆創膏）を市立高等学校など市内施設にて配布・設置。

【実施時期】

○地下鉄 （扉ステッカー）令和4年9月、令和5年3月

○web広告（ディスプレイ、リスティング、動画、バナー）令和4年6月～令和5年3月

○絆創膏配布（こころの絆創膏キャンペーン）令和4年9月、令和5年3月

今後も様々な広報媒体を活用し、幅広く周知・啓発ができるよう、目的を意識して効果的な広報に

努めていきます。

今後の方針

地下鉄扉ステッカー
（令和4年9月掲出） （令和5年3月掲出）

ポスター
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４ ウェブサイト「こころの絆創膏」の運営
悩みに応じた相談機関(約200機関)の紹介、うつ病に関する知識や精神科医療に関する

問答を掲載したウェブサイト「こころの絆創膏－絆でまもるいのちのあかり－」を運営し、

うさじのフェイスブック等の情報発信による周知を実施。

また、令和4年3月より、相談窓口検索やメンタルヘルスのセルフケア機能等を搭載した

「こころの絆創膏アプリ」を運営。

引き続き、様々な広報媒体を活用した効果的な広報に努め、認知度向上を図るとともに、「こころの絆創

膏アプリ」によって、相談窓口検索の利便性の向上を図ってまいります。

今後は、ウェブサイトでも「こころの絆創膏アプリ」におけるメンタルヘルスケアが実施できるようにする

など、閲覧いただく方に、より有用的なサイトとなるよう、内容の充実等について検討していきます。

今後の方針

5

2年度 3年度 4年度

月平均アクセス数 20,615件 23,633件 25,157件

【ウェブサイト月平均アクセス件数】（令和4年度は4～2月）

【アプリダウンロード数】(令和4年度は4～2月)

累計ダウンロード数 2,950件

2年度 3年度 4年度

ダウンロード数 － 875件 2,075件



５ こころの絆創膏デー
子ども・若者の自殺予防を目的に、関係機関と連携して相談窓口を周知するとともに、「悩

んだ時は周囲に援助を求めよう」というメッセージを発信するため、キャンペーンサイトを開

設し、オンライン配信を実施。あわせてマンガコンテストを実施。

【日時】令和4年11月1日(火)～令和4年12月23日（金）

【内容】○子ども・若者を対象とした相談機関の紹介動画

○マンガコンテスト人気投票及び表彰

○アニメーションによるコンテンツ

○子ども・若者オンライン座談会 等

ＭＣ 川村茉由 さん

臨床心理士 松本寿矢 さん

令和4年度も前年度と同様、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、オンラインで実施しました。
「スマイル！マンガコンテスト」には全233作品の応募があり、入賞作品を掲載したカレンダーを作成
し、名古屋市立図書館、児童館等に配布しました。
今後は、感染対策に十分配慮した上で、ステージイベント等をハイブリッド形式で実施していくなど
子ども・若者への啓発と各種相談窓口の周知を進めていくために、企画内容の充実を図り、魅力的な
イベントを開催できるよう努めていきます。

今後の方針
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６ こころの絆創膏セミナー
子ども・若者の自殺対策推進のため、地域内の学校関係者等を対象に、学生に関する

自殺対策等についての情報共有及び意見交換を行うセミナーを開催。

【日 時】令和4年12月6日(火) 午前10時30分～午後5時

【会 場】名古屋大学東山キャンパスES総合館1階ESホール

【テ ー マ】「ネット社会における希死念慮につながりやすい現代の

さまざまな若者の問題」

【参加人数】 45名

【内 容】

講演：「いじめをなくす」とはどういうことか

－精神科医の観点から－」

（講師）三成会 新百合丘総合病院 精神科部長 戸部有希子さん

パネルディスカッション

(1)名古屋大学 ハラスメント相談センター 深見久美子さん

テーマ：ネット社会におけるいじめ―遊びが命の問題になる

ソーシャルメディア・ハラスメント―

(2)中部大学 学生相談室 渡邉素子さん

テーマ：舞台としてのＳＮＳ

今後もこうしたセミナーの開催等を通じ、子ども・若者の自殺対策の推進を図るとともに、

学生支援に携わる機関の連携をより一層深めていきます。

今後の方針
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７ 心のサポーター養成研修

精神障害に関する地域住民等の理解や支えを促進するため、厚生労働

省がメンタルヘルス・ファーストエイドの考え方に基づいたメンタルヘ

ルスの初期対応法を普及するプログラムを用いた「心のサポーター養成

研修」を令和3年度から試行的に開始。

本市においても地域において精神保健に理解のある住民等を増やすた

めに令和4年度のモデル地域に応募し、採択されたため、厚生労働省と

の共催により「心のサポーター養成研修」を実施。

【対 象 者】地域住民及び在勤、在学又はその他市域で活動されている方

【日時・会場】令和4年11月7日（月） 名古屋市総合社会福祉会館大会議室 30名

令和4年11月12日（土） Zoomオンライン研修 60名

令和5年1月14日（土） 名古屋市総合社会福祉会館研修室 30名

令和5年1月26日（木） Zoomオンライン研修 60名

【内 容】・こころ「こころのピンチ」と「こころの病気」はどう違う？

・こころの病気に気づく方法

・こころのサポーター4つのステップ 等

【そ の 他】受講無料。受講者には厚生労働省の認定証交付

今後も引き続き、国のモデル事業による研修会を実施し、「心のサポーター養成研修」を進めて

いきます。

今後の方針
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１ 人材育成（ゲートキーパー研修）
悩みを抱えた人を適切な相談につなげるための人材を幅広く育成するための研修を実施。

区分 内容
受講者数
（R4見込み）

医療関係者対象 かかりつけ医等心の健康対応力向上研修 194名

市職員対象
職場内人権研修、福祉コンシェルジュ研修、生活保護法施行
事務関係新任職員研修

3,236名

学校関係者対象 専門学校、高等学校生徒向け研修 953名

民間事業者等対象 名古屋市薬剤師会、司法書士会、全労働東海地協労働組合等 254名

地域団体等対象
民生委員児童委員、保健環境委員、障害者自立支援連絡協議
会、社会福祉協議会等

1,265名

一般市民対象
入門編、実践編、応用編、各区生涯学習センターにおける傾
聴等に関する講座、ゲートキーパー養成研修ウェブ学習 991名

計 6,893名

今後の方針

地域においてゲートキーパーの役割を果たすことのできる方を増やすことができるよう、様々な分野での
ゲートキーパー養成を行っていきます。また、養成後のフォローアップや活躍の場などについても検討し
ていきます。

自殺の防止 自殺の危険がある人のサインに気づき、自殺を防ぐ 9



２ 自殺ハイリスク者等支援事業
自殺未遂者やその家族等に必要な支援やケアが提供される支援体制を整備することを目的

として、自殺ハイリスク者等への対応等に関する研修会を実施するとともに、保健医療福祉等

の関係機関のネットワークを構築するための地域連携マニュアルを作成。

【自殺ハイリスク者等支援研修会】
・開 催 YouTubeによる研修動画の配信（令和5年3月配信）

・講 師 福岡大学精神医学教室講師/福岡大学病院精神神経科医局長 衞藤暢明さん
・内 容 ①自殺の危険度の高い人への対応

②自殺の危険因子と危険度の評価方法

③高齢者の自殺予防
④子ども・若者の自殺予防
⑤自死遺族の支援

【地域連携マニュアル】
・「地域連携マニュアル 常備薬 こころの絆創膏」の掲載情報を更新し、
各関係機関に配布。

【自殺未遂者向けリーフレット】

・自殺未遂者の再企図を防ぐため、本人向けには相談機関の情報を、

家族等向けには対応方法や相談機関情報を掲載したリーフレットを

それぞれ医療機関等の関係機関において配布。

研修会は相談支援業務等に従事される方のニーズが高いため、より実務に活かせるような内容になる
よう検討をしながら、引き続き実施していきます。
また、自殺未遂者向けリーフレットの改訂等により、ハイリスク者支援の強化を図ってまいります。

今後の方針
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３ こころの健康（夜間・土日）無料相談
医療機関への受診を迷っている方等に、電話相談およびLINEによる相談(週2回)を実施。

また、必要に応じて、夜間及び土日に市内中心部（栄・名駅）において、精神科医又は

産業カウンセラー等によるメンタルヘルス相談を実施。（毎月6回2組ずつ、事前予約制）

(※複数回答可）
健康
問題

家庭
問題

勤務
問題

経済

生活

問題

男女
問題

学校
問題

その
他

R4

電話 2,072 661 520 138 44 48 599

LINE 160 41 26 5 3 13 20

面接 85 67 21 5 6 8 15

R3

電話 1,276 436 268 78 20 37 336

LINE - - - - - - -

面接 132 61 40 10 2 7 22

【相談内容】(令和4年度は4～2月(LINE相談は6～2月))

10～
30代

40～
60代

70代
以上

不明

98 28 0 0

29 54 7 1

- - - -

43 57 8 5

【年齢階層別】

2年度 3年度 4年度

電話相談（延件数） 1,101 1,405 2,490

LINE相談（延件数） ― ― 127

面接相談（延件数） 67 113 91

【相談件数実績】(令和4年度は4～2月(LINE相談は6～2月))

年々電話相談の件数は増加しており、健康問題に関する相談以外にも様々な相談が寄せられています。
その中で、令和4年度には初回相談の時間の拡充および初回相談の方法に新たにLINE相談を加えました。
また、令和5年度よりLINE相談の相談日を週2回から週3回へ拡充するほか、市民の方により分かりやすい
相談窓口の名称へと変更し、相談体制の充実を図ってまいります。

今後の方針
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４ 新型コロナウイルスこころのケア相談
不安や緊張が強い、イライラする、眠れない、同じことを繰り返し考えるなど、新型コロナ

ウイルス感染拡大に伴う影響によるメンタルヘルスの不調に対応した電話相談を実施。 （令和

２年４月から実施）

【対象】 市内に在住・在勤（学）の方 【日時】 平日午前8時45分～午後10時

【月別相談件数】（令和4年度は4～2月）

様々な悩みを抱える方々のお気持ちを受け止め、また、必要な支援につながれるよう、相談体制の

確保に努めてきました。新型コロナウイルス感染症の5類感染症への移行等を踏まえ、こころのケアに

かかる相談体制のあり方等について検討していきます。

今後の方針

【年齢別相談件数】（令和4年度は4～2月）

区分 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代
80代
以上

不明 計

Ｒ４ 0 183 40 409 104 202 68 4 207 1,217

Ｒ３ 0 69 87 211 133 197 31 2 199 929

【性別相談件数】（令和4年度は4～2月）

区分 男性 女性 不明 計

Ｒ４ 631 586 0 1,217

Ｒ３ 424 505 0 929

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

Ｒ４ 110 113 116 94 134 115 106 111 105 102 111 － 1,217

Ｒ３ 37 90 75 59 99 95 63 59 52 70 115 115 929

12



５ 思春期の精神保健相談
精神保健福祉センターにおいて、思春期に起こる様々な悩みを抱えている本人やその家族を

対象に、精神科医や臨床心理士による相談を実施。

【相談日】毎月第１・２木曜日、第３金曜日、第４水曜日

思春期は精神疾患の好発期でもあるため、引き続き早期に相談につなげて、適切な治療を促していきま
す。

【相談件数実績】（令和4年度は4～2月）※令和4年12月は3回、令和5年1月は2回の開催

30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

相談件数（実件数） 53 49 44 55 45

【相談内容（複数回答可）】 （令和4年4月～令和5年2月）

学校関係 依存症 健康関係 気分の変動 その他

相談件数（実件数） 26 13 40 2 9

【年齢階層別】 （令和4年4月～令和5年2月）

～12歳 13～15歳 16～18歳 19～22歳 23歳～

相談件数（実件数） 5 15 19 6 0

※学校関係：不登校等 依存症：スマホ、ゲーム等 健康関係：摂食障害、発達障害、躁うつ病等

13
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１ 自死遺族相談・自死遺族カウンセリング
大切な人の自殺は遺された人に非常に深刻な影響を及ぼすことから、遺された方への心の

ケアを実施。

【相談延件数】（令和4年4月～令和5年2月）11件

【カウンセリング実施延回数】 （令和4年4月～令和5年2月）48回

自死遺族に対する支援 不幸にして自殺が起きてしまった後のご家族等への支援

日 時：毎月第3火曜日 午前10時～
定 員：1回につき2組
場 所：精神保健福祉センターここらぼ

自死遺族相談 自死遺族カウンセリング

「自死遺族相談」を利用した方のうち、
心のケアが必要な方に継続したカウンセ
リングを市内の心理相談室を設置する大
学へ委託実施。
（委託先大学：市内4大学）

２ 自死遺族向けリーフレット
自死遺族のための各種相談窓口や民間団体の連絡先など遺族等が必要とする支

援策に係る情報を掲載したリーフレットを八事斎場、第二斎場に配架。

また、死亡届の際に配布されるチラシに自死遺族相談の窓口情報を掲載。

サポートを必要としている遺族等に情報が届くよう周知に努めていきます。
また、自死遺族向けリーフレットについては、引き続き、斎場等で配架し、支援を必要とする方々に
情報が届くよう周知に努めていきます。

今後の方針
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資料 3 

1 

令和 5年度 主な自殺対策関連事業の取組みについて

事業名 内 容 所管局 

【拡充】 

女性のつながり

サポート事業 

コロナ禍で就労や生活等への影響を受け、ひとりで困難・不安 

を抱えている女性を支援するため、令和４年度に実施した女性

のつながりサポート事業について、コロナ禍に関わらず様々な

課題を抱える女性を支援するため、男女平等参画推進センター

で実施し、適切な相談窓口につなげる仕組みを強化する。 

スポーツ市

民局 

【拡充】 

女性のための総

合相談 

家族関係、女性に対する暴力など家庭や職場、地域などで女性 

が直面する様々な悩みについての女性相談員による相談に、Ｌ

ＩＮＥによるＳＮＳ相談を試行的に取り入れる。 

スポーツ市

民局 

【拡充】 

セクシュアル・

マイノリティＳ

ＮＳ相談 

性的少数者当事者・家族・友人などを対象とした名古屋市セク 

シャル・マイノリティ電話相談について、ＳＮＳを相談ツール

として取り入れる。 

スポーツ市

民局 

【新規】 

ＳＮＳ地域連携

包括支援事業 

専任職員を配置し、国が実施する基幹 SNS 相談事業者と連携し

て、地域のネットワークを活用しつつ、相談者の相談内容に応

じた具体的かつ継続的な支援を実施する。 

健康福祉局 

【拡充】 

こころの健康無

料相談 

市民の様々なこころの健康に関する電話相談を受けるととも

に、帰宅途中等にも相談がしやすい夜間又は土日の精神科医や

産業カウンセラー等によるメンタルヘルス相談を実施し、医療

機関や適切な相談窓口へつなげる本事業について、ＬＩＮＥ相

談を週２回→週３回へ拡充し、利便性の向上を図る。 

健康福祉局 

【新規】 

支援者支援研修 

人を支援しケアする活動等を行う支援者（福祉施設職員、相談

員等）を対象とした、支援者自身のストレスやトラウマのケア

を目的とした研修を実施。 

健康福祉局 

【新規】 

自殺未遂者等支

援にかかる連携

マニュアル等の

作成 

救急医療機関に搬送された自殺未遂者のケアフローチャートな

ど、患者・家族を適切に支援し、様々な分野の相談機関につな

げる連携マニュアルを、懇談会での有識者による意見等を踏ま

え作成し、多機関連携体制の構築を図る。また、それに併せて

次期計画を踏まえた内容とした医療機関で活用するリーフレッ

トを新たに作成する。 

健康福祉局 

【拡充】 

自死遺族向けリ

ーフレットの改

訂 

身近な人を自死で亡くされた方が感じる心理面の変化等の説明

や各種相談窓口、行政上の諸手続や法的問題への留意事項、自

助グループの情報等を掲載したリーフレットを改訂する。 

健康福祉局 

【拡充】 

うつ病家族教室 

うつ病等で悩む家族等を対象に正しい知識や接し方を学ぶ教室

の開催を、年１回から年２回へと拡充する。 

健康福祉局 
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【拡充】 

こころの健康に

関するパンフレ

ット「気づいて

る？こころのＳ

ＯＳ」の改訂 

児童・生徒向けのＳＯＳの出し方教育パンフレット、大人向け

パンフレット、解説書、自殺予防教育用ＤＶＤについて、いの

ちの支援なごやプランの改定に合わせて改訂する。また、令和

６年度からのデータ運用にかかるシステムを作成する。 

健康福祉局 

【拡充】 

ウ ェ ブ サ イ ト

「こころの絆創

膏」の改修 

「こころの絆創膏アプリ」に搭載されているメンタルヘルスチ

ェック等の機能を、ウェブサイトへ追加する。 

健康福祉局 

【拡充】 

ひきこもり支援

の推進 

ひきこもりで悩む本人及び家族等に対する支援の充実を図るた

め、２カ所目のひきこもり地域支援センターを設置するととも

に、様々な関係機関等との一層の連携強化による支援施策の推

進を図る。 

健康福祉局 

【拡充】 

地域共生社会の

実現に向けた重

層的支援体制整

備事業 

複合的な課題や制度の狭間にあり、支援が届いていない世帯へ

の支援のため、重層的支援体制整備事業を段階的に各区に委託

により包括的相談支援チームを配置することで実施しており、

アウトリーチによる支援、関係機関との連携、社会参加の場と

なる居場所等の拠点づくり・運営を行う社会福祉士等の専門職

の増員や専門職を支援する後方支援業務を実施する。

健康福祉局 

【拡充】 

産後ケア事業 

出産直後から産後も安心して育児ができるよう、母子に対して

心身のケアや育児サポート等を助産所等において宿泊または日

帰りにより実施することに加え、助産師が利用者の居宅を訪問

し、支援を行う産後ケアを新たに導入する。また、利用料を改

定する。 

子ども青少

年局 

【拡充】 

子育て支援訪問

事業 

乳児家庭全戸訪問事業の未実施家庭及び乳幼児健診の未受診者

に対し家庭訪問を行い、子どもの発育・発達や育児環境を確認

し早期支援を行うため、子育て支援訪問員を増員する。 

（8名→18 名） 

子ども青少

年局 

【拡充】 

多胎児家庭支援

事業 

多胎児の妊娠・出産・育児に伴う保護者の身体的・精神的な負

担を軽減するため、出産前からパートナーも含めて心構えを醸

成する機会を新たに設けるほか、多胎児家庭の同行支援の対象

を拡充することにより、多胎児家庭支援事業の充実を図る。 

子ども青少

年局 

【拡充】 

ヤングケアラー

支援モデル事業

ヤングケアラーについて周知啓発するとともに、ヤングケアラ

ーが交流できるオンラインサロン等を実施する。 

子ども青少

年局 
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【拡充】 

子どもの権利擁

護機関の運営 

子どもの潜在的な悩みをキャッチし、権利を保障できるよう、

子どもにとって身近な問題であることを分かりやすく伝えると

ともに、相談自体に対するハードルを下げるため、新たな相談

受付等の仕組みを構築する。また、子どもが権利の主体として

自ら権利を行使するためには、周りの大人の理解や支えが必要

不可欠であることから、子どもに関わる大人に対し、さらなる

普及啓発を行う。 

子ども青少

年局 

【拡充】 

キャリアサポー

ト事業 

中学校 72 校及び高等学校 14 校、特別支援学校 4 校にキャリア

コンサルタントを「キャリアナビゲーター」として配置し、キ

ャリア教育に関する授業や自己実現を目指す生徒に対して個別

相談等を実施する。 

教育委員会 

【拡充】 

校内の教室以外

の居場所づくり 

教室に入れない生徒が安心して学校生活を送ることができるよ

うにするため、校内の教室以外の居場所づくりを中学校 51 校で

実施する。 

教育委員会 
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